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論 文 内 容 要 旨 
TRPV1 及び TRPA1 は同じ神経に共発現していることが報告されている。一方、タバコ曝露に
よる気道の神経原性炎症が TRPV1 阻害剤にて抑制されず、TRPA1 阻害剤で抑制されることがわ
かっている。TRPV1 やクエン酸による咳反射や咳衝動は喫煙の影響を受けることが知られてい
るため、健常男性における TRPV1 及び TRPA1 を介した咳反射閾値と咳衝動における喫煙の影
響を調査した。 
非喫煙男性 26 人と喫煙男性 30 人に対して咳反射閾値と咳衝動を測定した。咳反射閾値は咳が
誘発された最小カプサイシン（TRPV1 アゴニスト）又はシンナムアルデヒド（TRPA1 アゴニス
ト）濃度（C2、C5）と咳衝動を修正ボルグスケールにて評価した。 
喫煙者のカプサイシン咳反射閾値は非喫煙者に比べ有意に高かった（C2：p < 0.01, C5:p < 
0.001）。喫煙者の咳衝動 log-log slope は非喫煙者に比べ有意に低かった(p < 0.01)。咳衝動の閾
値は非喫煙者と喫煙者との間に統計学的有意差を認めなかった。一方で、シンナムアルデヒド咳
反射閾値は非喫煙者と喫煙者との間に有意差は無かった。また、咳衝動 log-log slope は非喫煙者
と喫煙者との間に有意差を認めなかった。同様に咳衝動の閾値においても 2 群間に有意差は無か
った。 
喫煙は TRPV1 アゴニスト誘発性の咳反射を低下させるが、TRPA1 アゴニスト誘発性の咳反射
においては同様な低下を引き起こさなかった。よって、咳反射における喫煙の影響は咳誘発物質
に依存することが示唆された。 
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